基礎現代化学(遠藤泰樹)過去問2005解答

（※予想解答です。間違いがありましたらご指摘下さい。）

第1問

(a)…水素、(b)…ビッグバン、(c)…恒星、(d)…ＣＮＯ、(e)…超新星爆発

(f)…量子化、(g)…波動

第2問
(1)

1s…0、2s…1、2p…1
（3s,3p,3d…2、4s,4p,4d,4f…3）

※動径方向と角度方向の節があることに注意。今は水素原子を考えている。
(2)

(a)…結合性、(b)…反結合性

(3)

Liの分子軌道

2s



1s



（中央にある分子軌道の上の軌道が反結合性軌道、下の軌道が結合性軌道を示す）
結合次数：（４-２）/２=１
(4)

sp2混成軌道、π軌道

第3問

(1)

太陽大気中のH、Na、Fe、Caや地球大気中のO2の吸収スペクトル。
白色光源を分光器、試料セルの順に通し、検出器で観測すればよい。

(2)

nが小さいときは、吸収する光の波長帯が紫外線領域にあるが、nがある程度大きくなってくると可視光領域を吸収し始め、着色する。よって、エイコサデカエンが色を持つ。

(3)

分子の場合、振動や回転によるスペクトルが加わってくるから。
第4問

(1)

輻射過程で光として損失するか、無輻射過程で熱として損失する。

(2)
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　なら正反応が進行。
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　なら逆反応が進行。
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　なら平衡状態で落ち着いている。

つまり、ある物質に着目しその反応(あるいは減少)割合をαとして、傾きを調べればよい。

第5問

(1)

表面張力

(2)

水は水素結合によって分子間結合しているため、沸点が他の物質よりも高いから。

(3)
親水基では極性が強く周囲に水分子が弱く結合するため水に溶けようとするが、疎水基はほとんど極性がないため、水に溶けにくい。よって、水と接する面では、親水基を水側に向けるようにして分子は存在する。親水基の影響を受けて規則的に並んだ周囲の水(構造水)は、エントロピーの低下の少ない球形に向かうため、次々に油は集まっていく。
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